
長崎県議会におけるハラスメントを

防止するための条例

【解説】

令和６年５月

長 崎 県 議 会



長崎県議会におけるハラスメントを防止するための条例【解説】

目次

第１編 制定の経緯 ............................................................ 1

１．条例制定の背景 .......................................................... 1

２．条例案の検討 ............................................................ 1

３．意見書の提出 ............................................................ 1

４．本会議における審議 ...................................................... 2

５．条例の公布・施行 ........................................................ 2

第２編 解説 .................................................................. 3

１．目的 .................................................................... 3

２．定義 .................................................................... 5

３．議員の責務 .............................................................. 7

４．議長の責務 .............................................................. 8

５．研修 .................................................................... 8

６．相談体制の整備 .......................................................... 9

７．相談事案への対応 ....................................................... 10

８．調査協力義務 ........................................................... 11

９．相談事案関係者の義務 ................................................... 12

10．被害防止措置等 ........................................................ 13

11．プライバシーの保護 .................................................... 14

12．取組状況の公表 ........................................................ 14

13．議長の職務代行 ........................................................ 14

14．各派代表者会議の構成員の除斥 .......................................... 15

15．委任 .................................................................. 15

第３編 資料 ................................................................. 16

１．長崎県議会におけるハラスメントを防止するための条例 ..................... 16

２．長崎県議会におけるハラスメントを防止するための条例施行規程 ............. 20

３．人権尊重に関する条例の制定を求める意見書 ............................... 22

４．パブリックコメントの結果 ............................................... 23

５．ハラスメントの分類・事例 ............................................... 29



1

第１編 制定の経緯

１．条例制定の背景

地 方 議 会 に と っ て は 、 政 治 に 多 様 な 民 意 を 反 映 さ せ る 観 点 か ら 、 公 平 な 政 治 参 画 へ

の 機 会 を 確 保 す る と と も に 、 議 員 を 含 む 全 て の 者 に つ い て 、 日 本 国 憲 法 が 保 障 す る 個

人 と し て の 尊 厳 が 尊 重 さ れ 、 そ の 能 力 を 十 分 に 発 揮 で き る よ う な 良 好 な 職 務 等 の 環 境

の 確 保 が 不 可 欠 で あ る 。 そ の た め 、 議 員 に は 、 公 職 に 参 画 す る 者 と し て 高 い 倫 理 観 と

併 せ て 、 政 治 活 動 等 に お け る 自 ら の 言 動 を 厳 し く 律 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。

一 方 、 令 和 ２ 年 度 に 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局 が 地 方 議 員 を 対 象 に 実 施 し た 「 女 性 の 政

治 参 画 へ の 障 壁 等 に 関 す る 調 査 研 究 」 に お い て は 、 様 々 な 形 の ハ ラ ス メ ン ト 行 為 が 、

公 平 な 政 治 参 画 へ の 機 会 を 阻 害 し て い る 実 態 が 示 さ れ 、 政 治 分 野 に お け る ハ ラ ス メ ン

ト 防 止 の 取 組 は 、 政 治 分 野 の 男 女 共 同 参 画 を 進 め る 上 で 喫 緊 の 課 題 で あ る と さ れ た 。

そ の よ う な 中 、政 治 分 野 に お け る 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 法 律（ 平 成 30年 法 律 第

28号 ）が 令 和 ３ 年 ６ 月 に 改 正 さ れ 、男 女 を 問 わ ず 議 員 活 動 等 を し や す い 環 境 整 備 が 必

要 で あ る と し て 、 セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト や マ タ ニ テ ィ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防 止 に 資 す

る 研 修 の 実 施 や 相 談 体 制 の 整 備 な ど の 施 策 の 強 化 等 が 定 め ら れ た 。

こ の よ う な 現 状 を 踏 ま え 、 長 崎 県 議 会 （ 以 下 「 県 議 会 」 と い う 。） が 自 ら の 行 動 を

厳 し く 律 し 、 率 先 し て ハ ラ ス メ ン ト を 根 絶 す る よ う 取 り 組 む こ と で 、 本 県 に お い て 、

人 権 が 尊 重 さ れ 、 あ ら ゆ る 差 別 や 偏 見 の な い 社 会 を 実 現 し て い き た い と の 思 い か ら 、

長 崎 県 議 会 議 員（ 以 下「 県 議 会 議 員 」と い う 。）に よ る 何 人 に 対 す る ハ ラ ス メ ン ト も 防

止 す る こ と を 目 的 と す る 条 例 の 制 定 を 検 討 す る こ と と な っ た 。

２．条例案の検討

令 和 ５ 年 ８ 月 22日 、県 議 会 内 の 各 派 の 代 表 者 で 構 成 さ れ る 各 派 代 表 者 会 議 に お い て 、

令 和 ６ 年 ２ 月 定 例 会 で の 条 例 成 立 を 目 指 す こ と を 決 定 し 、令 和 ５ 年 ９ 月 12日 、議 会 運

営 委 員 会 に お い て 、 条 例 を 検 討 す る た め の 議 会 運 営 委 員 会 小 委 員 会 を 設 置 す る こ と と

し た 。

そ の 後 、 同 小 委 員 会 を ６ 回 開 催 （ 別 途 、 先 進 地 へ の 現 地 調 査 を ２ 回 実 施 ） し 、 条 例

に 定 め る 内 容 等 に つ い て 議 論 を 重 ね た 。 条 例 案 に つ い て は 、 県 民 の 皆 様 か ら 広 く 意 見

を 募 集 す る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施 し た 上 で 取 り ま と め 、 議 会 運 営 委 員 会 発 議 と し

て の 最 終 案 を 決 定 し た 。

な お 、 こ の 間 、 県 議 会 で は 、 ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の 研 修 会 を ２ 回 開 催 し 、

ハ ラ ス メ ン ト の 具 体 的 な 事 例 や そ の 被 害 の 実 態 、 防 止 策 に つ い て 理 解 を 深 め た 。

３．意見書の提出

本 条 例 は 、 県 議 会 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 一 方

で 、 広 く 全 て の 県 民 の 人 権 が 尊 重 さ れ 、 あ ら ゆ る 差 別 や 偏 見 の な い 社 会 を 実 現 す る た
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め に は 、 県 民 一 人 一 人 の 人 権 尊 重 の 精 神 を 育 む こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め に 、 県 民

に 人 権 尊 重 や 人 権 侵 害 の 防 止 を 広 く 訴 え る と と も に 、 人 権 尊 重 に 関 す る 県 等 の 責 務 や

市 町 及 び 関 係 機 関 と の 連 携 、 相 談 体 制 の 強 化 や 対 応 策 な ど を 盛 り 込 ん だ 条 例 を 制 定 す

る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 条 例 の 制 定 に 向 け て は 、 丁 寧 か つ 十 分 な 議 論 を 重 ね た 上 で

の 制 度 設 計 、 構 築 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、 理 事 者 側 に お い て 、 他 県 の 状 況 等 も 踏 ま

え な が ら 、 人 権 尊 重 に 関 す る 条 例 を 制 定 す る こ と に つ い て 強 く 求 め る 意 見 書 を 本 条 例

案 の 上 程 と 併 せ 知 事 へ 提 出 す る こ と と し た 。

４．本会議における審議

令 和 ６ 年 ２ 月 20日 の 本 会 議 に お い て 、議 会 運 営 委 員 会 の 発 議 で 本 条 例 案 が 上 程 さ れ 、

採 決 の 結 果 、全 会 一 致 で 可 決・成 立 す る と と も に 、「 人 権 尊 重 に 関 す る 条 例 の 制 定 を 求

め る 意 見 書 」 を 可 決 し た 。

５．条例の公布・施行

本 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日 に 公 布 し 、 同 年 ６ 月 １ 日 の 施 行 と す る こ と と し た 。
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第２編 解説

１．目的

（目的）

第１条 この条例は、日本国憲法が保障する個人の尊厳、政治分野における男女共同

参画の推進に関する法律（平成30年法律第28号）による地方公共団体の責務等の

趣旨を踏まえ、長崎県議会（以下「県議会」という。）におけるハラスメントを防

止するために必要な事項を定めることにより、長崎県議会議員（以下「議員」とい

う。）によるハラスメントを防止することを目的とする。

【趣旨】

本 条 は 、 本 条 例 の 目 的 を 明 ら か に し た も の で あ る 。

【解説】

１ 本 条 例 は 、 県 議 会 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

２ 本 条 例 で は 、 県 議 会 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 向 け 、 日 本 国 憲 法 が 保 障 す

る 個 人 の 尊 厳 、 議 員 活 動 を し や す い 環 境 整 備 の た め 政 治 分 野 に お け る 男 女 共 同 参 画

の 推 進 に 関 す る 法 律 に 定 め ら れ て い る 地 方 公 共 団 体 の 責 務 等 （ セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ

ン ト 等 の 防 止 に 資 す る 研 修 の 実 施 や 相 談 体 制 の 整 備 な ど ） の 趣 旨 を 踏 ま え 、 長 崎 県

議 会 に お け る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め て い る 。

３ 多 く の 市 町 村 で 制 定 さ れ て い る 条 例 は 「 議 員 に よ る 地 方 公 共 団 体 職 員 へ の ハ ラ ス

メ ン ト 」 を 防 止 す る た め の も の で あ る が 、 本 条 例 に お い て は 、「 議 員 に よ る あ ら ゆ

る 県 民 へ の ハ ラ ス メ ン ト 」 を 防 止 す る こ と を 目 的 と し て い る こ と が 特 色 で あ る 。

４ 他 の 都 道 府 県 に お け る 類 似 の 条 例 と し て は 、「 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト 又 は 議 員 若

し く は 議 員 に な ろ う と す る 者 に 対 す る ハ ラ ス メ ン ト 」 を 対 象 と し て 、 福 岡 県 、 大 阪

府 で 制 定 さ れ て い る 。

  こ れ ら の 条 例 に つ い て は 、 公 平 な 政 治 参 画 の 推 進 を 主 目 的 と し 、 条 例 を 制 定 し て

い る 自 治 体 の 議 員 や 議 員 に な ろ う と す る 者 、 市 町 村 議 会 議 員 を 条 例 の 保 護 対 象 と し

て い る 。

  

５ 本 条 例 の 制 定 に あ た り 、「 議 員 に な ろ う と す る 者 」や「 市 町 議 会 議 員 」を 対 象 と す
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る こ と に つ い て 検 討 を 行 っ た が 、 ① 本 条 例 で は 、 県 議 会 議 員 よ る ハ ラ ス メ ン ト の 防

止 を 主 眼 と す る べ き で あ る と の 意 見 、 ② 市 町 村 議 会 に つ い て は 、 当 該 議 会 が 自 ら そ

の 組 織 や 運 営 に 関 し 、 自 律 的 に 対 処 す る こ と が 適 切 で あ る と の 意 見 が あ り 、 本 条 例

の 対 象 と は し な い こ と と な っ た 。

し か し な が ら 、 議 員 や 議 員 に な ろ う と す る 者 に 対 す る 県 民 に よ る ハ ラ ス メ ン ト や

県 民 と 県 民 の 間 の ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る こ と は 重 要 で あ り 、「 人 権 尊 重 に 関 す る

条 例 の 制 定 を 求 め る 意 見 書 」 を も っ て 理 事 者 に て 適 切 な 制 度 設 計 の 下 に 対 応 さ せ る

こ と が 望 ま し い と の 意 見 で 一 致 し た 。
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２．定義

（定義）

第２条 この条例において「ハラスメント」とは、次の各号に掲げるものをいう。

⑴ 議会、職場又は地域における優越的な関係を背景とした言動であって、議会活

動、議員活動又は選挙活動（準備活動を含む。）その他の政治活動（以下「政治

活動等」という。）上必要かつ相当な範囲を超え、当該言動の相手とされた者（以

下「相手方」という。）の職務等の環境を害するもの

⑵ 政治活動等における性的な言動であって、相手方の職務等の環境を害するもの

⑶ 政治活動等における妊娠又は出産に関する言動であって、相手方の職務等の環

境を害するもの

⑷ その他前各号に類する相手方に対する誹謗中傷、事実に反する風説の流布その

他の嫌がらせとなる言動であって、日本国憲法が保障する思想の自由、表現の自

由等に配慮しても、なお、一般に許される限度を超え、身体的又は精神的な苦痛

を与え、相手方の職務等の環境を害するもの

２ この条例において「各派代表者会議」とは、議会の運営及び活動等に関する事項

の各会派相互間の協議又は調整を行うことを目的として、地方自治法（昭和22年法

律第67号）第100条第12項及び長崎県議会会議規則（昭和38年長崎県議会規則第

１号）第115条の規定により設置された各派代表者会議をいう。

【趣旨】

本 条 は 、 本 条 例 に お け る 「 ハ ラ ス メ ン ト 」 等 の 定 義 を 行 い 、 用 語 に 関 す る 解 釈 の 統

一 を 図 っ た も の で あ る 。

【解説】

１ 第 １ 項 第 １ 号 は い わ ゆ る 「 パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト 」 を 、 同 項 第 ２ 号 は い わ ゆ る 「 セ

ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト 」 を 、 同 項 第 ３ 号 は い わ ゆ る 「 マ タ ニ テ ィ ハ ラ ス メ ン ト 」

を 指 し て お り 、 同 項 第 ４ 号 は 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で に 類 す る 「 相 手 方 に 対 す る 誹 謗

中 傷 、 事 実 に 反 す る 風 説 の 流 布 そ の 他 の 嫌 が ら せ と な る 言 動 で あ っ て 、 日 本 国 憲 法

が 保 障 す る 思 想 の 自 由 、 表 現 の 自 由 等 に 配 慮 し て も 、 な お 、 一 般 に 許 さ れ る 限 度 を

超 え 、 身 体 的 又 は 精 神 的 な 苦 痛 を 与 え 、 相 手 方 の 職 務 等 の 環 境 を 害 す る も の 」 を そ

の 他 の ハ ラ ス メ ン ト と し て 定 め 、 例 え ば 、 育 児 や 介 護 に 関 す る ハ ラ ス メ ン ト 等 を 含

め 、 幅 広 く 対 象 と し て い る 。

２ 第 １ 項 第 １ 号 の 「 優 越 的 な 関 係 を 背 景 と し た 言 動 」 と は 、 当 該 言 動 を 受 け る 者 が

当 該 言 動 の 行 為 者 に 対 し て 抵 抗 又 は 拒 絶 す る こ と が で き な い 蓋 然 性 が 高 い 関 係 を

背 景 と し て 行 わ れ る も の を 指 す 。



6

３ 第 １ 項 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で の 「 政 治 活 動 等 」 に つ い て は 、 議 会 活 動 、 議 員 活 動

又 は 選 挙 活 動 そ の 他 の 政 治 活 動 の こ と を 指 し 、 私 人 と し て の 活 動 を 除 き 本 会 議 、 委

員 会 等 で の 発 言 な ど 幅 広 い 活 動 を 含 ん で い る 。

４ 第 １ 項 第 １ 号 の 「 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 を 超 え 」 る 言 動 と は 、 社 会 通 念 に 照 ら し 、

当 該 言 動 が 明 ら か に 政 治 活 動 等 の 上 で 必 要 性 が な い 又 は そ の 態 様 が 相 当 で な い も

の を 指 す 。 こ の よ う な 言 動 に 該 当 す る か 否 か は 、 具 体 的 な 状 況 （ 言 動 の 目 的 、 当 該

言 動 を 受 け た 者 の 問 題 行 動 の 有 無 並 び に そ の 内 容 及 び 程 度 そ の 他 当 該 言 動 が 行 わ

れ た 経 緯 及 び そ の 状 況 、 当 該 言 動 の 態 様 、 頻 度 及 び 継 続 性 、 当 該 言 動 の 行 為 者 と の

関 係 性 等 ） を 踏 ま え て 総 合 的 に 判 断 す る こ と と な る 。

５ 第 １ 項 第 １ 号 か ら 第 ４ 号 ま で の 「 職 務 等 の 環 境 を 害 す る も の 」 と は 、 当 該 言 動 に

よ り 、 身 体 的 又 は 精 神 的 に 苦 痛 を 受 け 、 県 議 会 な ど の 職 務 等 の 意 欲 や 自 信 を 失 っ た

り 、 心 身 の 健 康 を 害 す る こ と や 、 職 務 等 の 環 境 が 不 快 な も の と な っ た た め に 能 力 の

発 揮 に 重 大 な 悪 影 響 が 生 じ る 等 の 看 過 で き な い 程 度 の 支 障 を 生 じ さ せ る よ う な こ

と を 指 す 。

６ 第 １ 項 第 ２ 号 の 「 性 的 な 言 動 」 と は 、 性 的 な 関 心 や 欲 求 に 基 づ く 言 動 を 指 し 、 性

別 に よ り 役 割 を 分 担 す る べ き と す る 意 識 に 基 づ く 言 動 、 性 的 指 向 や 性 自 認 に 関 す る

偏 見 に 基 づ く 言 動 も 含 ま れ る 。

７ な お 、 県 議 会 議 員 が 「 ハ ラ ス メ ン ト 」 と い う 言 葉 に 委 縮 し 、 県 政 の 議 事 機 関 と し

て の 十 分 な 審 議 が で き な く な る と い っ た こ と が な い よ う 、 本 条 の 内 容 を 踏 ま え 、 ど

の よ う な 行 為 が ハ ラ ス メ ン ト に 該 当 す る の か と い う こ と を 十 分 に 理 解 し た 上 で 適

切 に 対 応 し て い く 必 要 が あ る 。

※ １ ～ ６ の 用 語 に つ い て は 、 「 事 業 主 が 職 場 に お け る 優 越 的 な 関 係 を 背 景 と し た 言

動 に 起 因 す る 問 題 に 関 し て 雇 用 管 理 上 講 ず べ き 措 置 等 に つ い て の 指 針 （ 令 和 ２ 年 厚

生 労 働 省 告 示 第 ５ 号 ） 」 、 「 事 業 主 が 職 場 に お け る 性 的 な 言 動 に 起 因 す る 問 題 に 関

し て 雇 用 管 理 上 講 ず べ き 措 置 に つ い て の 指 針 等 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 （ 令 和 ２ 年 厚

生 労 働 省 告 示 第 ６ 号 ） 」 等 を 参 考 に 整 理 し て い る 。

※ 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局 が 厚 生 労 働 省 の 定 め た 指 針 を 踏 ま え て 行 っ た ハ ラ ス メ ン ト

に 関 し て の 分 類 、 全 国 の 地 方 議 会 議 員 を 対 象 に し て 行 っ た 事 例 収 集 「 議 員 活 動 等 に

お け る 議 員 等 か ら 実 際 に 受 け た 又 は 見 聞 き し た ハ ラ ス メ ン ト 事 例 」 に つ い て は 、 参

考 資 料 の と お り で あ る 。
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３．議員の責務

（議員の責務）

第３条 議員は、公職に参画する者として高い倫理観が求められること及びハラスメ

ントが個人の尊厳を不当に傷つけ、基本的人権を侵害するとともに、その能力の十

分な発揮や良好な職務等の環境の確保を阻害する行為であることを自覚し、政治活

動等における自らの言動を厳しく律しなければならない。

２ 議員は、ハラスメントとなる言動を行っている者があるときは、その者に対し当

該言動は厳に慎むべきである旨を指摘するよう努める等、率先して県議会からハラ

スメントを根絶するよう取り組むものとする。

３ 議員は、県民全体の奉仕者としての立場を自覚し、何人に対しても前２項の規定

に準じた行動に努めるものとする。

【趣旨】

本 条 は 、 県 議 会 議 員 の 責 務 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 何 人 に 対 す る ハ ラ ス メ ン ト も 防 止 す る た め 、 県 議 会 議 員 の 責 務 と し て 、 そ の 職 に

ふ さ わ し い 高 い 倫 理 観 が 求 め ら れ て い る こ と 等 を 自 覚 し て 自 ら の 言 動 を 厳 し く 律

す る と と も に 、 率 先 し て 県 議 会 か ら ハ ラ ス メ ン ト を 根 絶 す る よ う 取 り 組 む こ と を 定

め 、 ハ ラ ス メ ン ト に な る 言 動 は 当 然 、 そ の 疑 い を 持 た れ る よ う な 言 動 も 慎 む こ と を

求 め る も の で あ る 。

２ 第 １ 項 で は 、 県 議 会 議 員 自 ら が 政 治 活 動 等 に お け る 言 動 を 厳 し く 律 す る 必 要 が あ

る こ と を 定 め て い る 。

３ 第 ２ 項 で は 、 県 議 会 議 員 が 、 他 の 県 議 会 議 員 に 対 し て ハ ラ ス メ ン ト と な る 言 動 を

慎 む よ う 指 摘 す る こ と や 、 ハ ラ ス メ ン ト 行 為 の 静 止 や そ の 排 除 、 被 害 者 へ の 支 援 等

に 努 め る こ と を 求 め 、 議 員 相 互 の 協 力 に よ り 県 議 会 で の ハ ラ ス メ ン ト の 根 絶 を 目 指

す こ と を 定 め て い る 。

４ 第 ３ 項 で は 、 県 議 会 議 員 が 政 治 活 動 等 以 外 の 私 人 と し て の 活 動 に お い て も 第 １ 項

及 び 第 ２ 項 に 準 じ た 行 動 を と る よ う 努 力 義 務 を 課 し て い る 。



8

４．議長の責務

（議長の責務）

第４条 長崎県議会議長（以下「議長」という。）は、議員によるハラスメントに係

る相談があった場合には当該相談に係る事実関係を調査し、必要に応じてハラスメ

ント防止のための措置を迅速かつ適切に講じなければならない。

【趣旨】

本 条 は 、 議 長 の 責 務 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 議 長 の 責 務 と し て 、 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト に 係 る 相 談 が あ っ た 場 合 、 事 実 関 係

を 調 査 し 、 必 要 に 応 じ て ハ ラ ス メ ン ト 防 止 の た め の 措 置 を 迅 速 か つ 適 切 に 講 じ な け

れ ば な ら な い こ と を 定 め て い る 。 な お 、 議 長 が 行 う 相 談 体 制 の 整 備 及 び ハ ラ ス メ

ン ト 防 止 の た め の 措 置 に つ い て は 、 ９ ペ ー ジ 及 び 13ペ ー ジ に お い て 解 説 す る 。

５．研修

（啓発及び研修）

第５条 議長は、この条例の趣旨の県民への周知及び啓発に努めるとともに、県議会

において、ハラスメント事案が発生することを防止するため、議員、長崎県議会事

務局の職員その他議長が必要と認める者に対して研修を実施するものとする。

【趣旨】

本 条 は 、 県 民 へ の 周 知 啓 発 及 び 県 議 会 に お け る ハ ラ ス メ ン ト 事 案 の 発 生 を 防 止 す る

た め の 研 修 の 実 施 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 本 解 説 や 議 会 広 報 等 を 通 じ た 本 条 例 の 趣 旨 の 周 知 及 び 啓 発 に 努 め る こ と 、 ま た 、

県 議 会 に お け る ハ ラ ス メ ン ト の 発 生 を 防 止 す る た め の 研 修 の 実 施 に つ い て 定 め て

い る 。

２ 研 修 に つ い て は 、 ハ ラ ス メ ン ト の 具 体 的 な 事 例 や そ の 被 害 の 実 態 、 防 止 策 に つ い

て 理 解 を 深 め る な ど 、 県 議 会 議 員 に 対 し て 実 施 す る ほ か 、 県 議 会 に お け る ハ ラ ス メ

ン ト の 防 止 は 、 県 議 会 全 体 で 取 り 組 む 必 要 が あ る こ と 、 議 員 以 外 の 関 係 者 の 理 解 を

深 め る こ と も 重 要 で あ る こ と か ら 、 県 議 会 の 活 動 を 補 助 す る 長 崎 県 議 会 事 務 局 の 職

員 、 理 事 者 等 議 長 が 必 要 と 認 め る 者 も 研 修 の 対 象 と し て い る 。
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６．相談体制の整備

（相談体制の整備）

第６条 議長は、弁護士その他のハラスメント事案に関する専門的な知識又は経験を

有する者を相談員とする体制について、別に定めるところにより設置する。

２ 議員によるハラスメントに係る被害を申し立てる者（以下「申立人」という。）

は、議長が別に定めるところにより、相談員に対し、当該ハラスメントによる被害

の継続又は再発を防止するための措置（以下「被害防止措置」という。）その他当

該ハラスメントに関する相談を行うことができる。

【趣旨】

本 条 は 、 ハ ラ ス メ ン ト 事 案 の 相 談 体 制 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 弁 護 士 そ の 他 の ハ ラ ス メ ン ト 事 案 に 関 す る 専 門 的 な 知 識 又 は 経 験 を 有 す る 者 を 相

談 員 と す る 体 制 に つ い て は 、「 長 崎 県 議 会 に お け る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の

条 例 施 行 規 程 （ 以 下 「 施 行 規 程 」 と い う 。） を 定 め 、 長 崎 県 議 会 ハ ラ ス メ ン ト 専 門

相 談 窓 口 を 設 置 す る こ と と し て い る （ 施 行 規 程 第 ２ 条 第 １ 項 ）。

２ 相 談 員 と し て 、 弁 護 士 、 公 認 心 理 師 、 臨 床 心 理 士 、 認 定 ハ ラ ス メ ン ト 相 談 員 等 の

い ず れ か の 資 格 を 有 す る 者 を 置 き （ 施 行 規 程 第 ２ 条 第 ２ 項 ）、 県 議 会 議 員 に よ る ハ

ラ ス メ ン ト に つ い て 第 三 者 の 客 観 的 な 立 場 か ら 対 応 す る こ と と し て い る 。

３ ． 申 立 人 か ら の 相 談 は 、 電 話 や FAX、 電 子 メ ー ル 、 面 談 等 に よ り 受 け 付 け （ 施 行 規

程 第 ２ 条 第 ３ 項 ）、 相 談 員 は 遅 滞 な く 相 談 業 務 に 当 た る こ と と し て い る （ 施 行 規 程

第 ２ 条 第 ４ 項 ）。

＜ 相 談 体 制 の フ ロ ー 図 （ イ メ ー ジ ） ＞
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７．相談事案への対応

（相談事案への対応）

第７条 前条の規定による相談（以下「相談事案」という。）を受けた相談員は、相

談事案におけるハラスメントに関する事実を確認するため、申立人、申立人がハラ

スメントを行ったとする者（以下「被申立人」という。）その他関係者からの聞き

取り等、必要な調査を行うことができる。

２ 相談員は、前項に規定する調査を行おうとするときは、あらかじめ議長の承認を

得なければならない。

３ 第１項の規定による調査の結果、県議会による被害防止措置が必要と相談員が認

める場合であって申立人が当該措置を求めるときは、当該相談員は議長にその旨を

報告するものとする。

４ 相談員は、相談事案が前項の規定に該当しないとき又は相談事案に対する調査の

必要がないと認めるときは、申立人に対し、申立人が自らとるべき措置、行動等に

ついて助言するものとする。

５ 第３項の規定による報告を受けた議長は、必要に応じて、他の相談員その他の者

の意見を求めることができる。

６ 相談員は、第３項の規定による報告のほか相談事案の受付及び対応の状況につい

て、議長に報告するものとする。

７ 議長は、本条の規定に基づく相談員の業務遂行の自由を保障するものとする。

８ 相談員は、相談事案に関する秘密を厳守するとともに、相談に関する業務を行う

に当たっては、申立人及び被申立人の名誉、プライバシーその他の人権の尊重につ

いて慎重に配慮しなければならない。

９ 相談員は、本条の規定に基づく業務を行うに当たっては、あらゆる政党及び会派

並びに議員その他の関係者の干渉又は影響を排し、中立かつ公平に当該業務を行わ

なければならない。

【趣旨】

本 条 は 、 相 談 事 案 へ の 対 応 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 相 談 対 応 は 、 県 議 会 と し て の 対 応 に な る こ と か ら 、 議 長 へ の 報 告 や 承 認 を 得 る こ

と 等 、 そ の 管 理 下 で 行 う こ と を 規 定 し て い る （ 第 ２ 項 、 第 ３ 項 、 第 ５ 項 、 第 ６ 項 及

び 第 ７ 項 ）。

２ 相 談 員 が 申 立 人 （ 相 談 者 ） に 寄 り 添 い 、 話 を 聴 き 、 本 人 の 意 向 に 沿 っ た 対 応 行 う

こ と が 、 本 条 例 が 予 定 す る 相 談 業 務 の 基 本 で あ る こ と か ら 、 相 談 員 に よ る 調 査 に つ
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い て は 、 申 立 人 （ 相 談 者 ） の 希 望 が あ り 、 か つ 、 相 談 員 が 必 要 と 認 め る と き に 行 う

こ と と し て い る （ 施 行 規 程 第 ３ 条 第 １ 項 ）。

３ 同 様 に 、 調 査 の 結 果 、 相 談 員 が 県 議 会 に よ る 被 害 防 止 措 置 が 必 要 と 認 め る 場 合 に

つ い て も 、 申 立 人 （ 相 談 者 ） が 当 該 措 置 を 求 め る と き に 、 議 長 に そ の 旨 の 報 告 を 行

う こ と と し て い る （ 第 ３ 項 ）。

４ 相 談 員 か ら 議 長 へ の 報 告 は 、 相 談 の 内 容 、 調 査 の 結 果 そ の 他 県 議 会 に よ る 被 害 防

止 措 置 が 必 要 と 判 断 し た 理 由 が わ か る 資 料 を 提 出 す る （ 施 行 規 程 第 ４ 条 ）。

５ 議 長 が 報 告 を 受 け た 後 の 対 応 に つ い て は 、 13 ペ ー ジ で 解 説 す る 。

６ 相 談 員 の 業 務 遂 行 は 、議 長 が そ の 自 由 を 保 障 す る（ 第 7 項 ）一 方 で 、第 ８ 項 で

相 談 員 の 守 秘 義 務 と 申 立 人 （ 相 談 者 ） 及 び 被 申 立 人 の 人 権 へ の 配 慮 義 務 を 定 め 、

第 ９ 項 で は 、他 者 の 相 談 業 務 に 関 す る 干 渉 等 を 排 除 し 、相 談 事 案 に 中 立 か つ 公 平

に 対 応 す る こ と を 義 務 付 け て い る 。

８．調査協力義務

（調査協力義務）

第８条 前条第１項の規定により相談員が相談事案に関して調査するときは、相談事

案の申立人、被申立人及び調査の対象となった関係者は、これに協力するよう努め

なければならない。

【趣旨】

本 条 は 、相 談 事 案 の 申 立 人（ 相 談 者 ）、被 申 立 人 及 び 調 査 の 対 象 と な っ た 関 係 者 の 調

査 協 力 に 関 す る 努 力 義 務 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 相 談 事 案 の 適 確 な 調 査 に 当 た っ て は 、 調 査 の 対 象 と な っ た 事 案 の 関 係 者 の 協 力 が

不 可 欠 で あ る た め 、 当 事 者 で あ る 申 立 人 及 び 被 申 立 人 に 限 ら ず 、 広 く 関 係 者 の 協 力

に つ い て 努 力 義 務 を 課 し て い る 。
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９．相談事案関係者の義務

（相談事案関係者の義務）

第９条 申立人、被申立人及び相談員その他のこの条例の規定による相談に関わる者

は、申立人又は被申立人の利益を不当に侵害しないため、第６条第２項の規定によ

る相談を行い、又は相談が行われている旨、相談員の発言その他相談事案に関する

事項を公にしてはならない。

２ 前項の規定に反し、同項に規定する事項が正当な理由なく公になったときは、議

長は、当該事案に関し中立かつ公平な観点から確認した事実及び公にされた事項の

うち事実に反するものを公表し、又は当該相談業務を中止し、若しくは停止する等、

申立人の意向を確認した相談員の意見を踏まえ、申立人又は被申立人の正当な利益

を守るために必要な措置を講ずるものとする。

３ 申立人、被申立人及び相談員を除くこの条例の規定による相談に関わる者は、相

談事案に関し相談員を介さず直接交渉し、又は申立人若しくは被申立人を威迫する

等、相談員の業務の公正な遂行を妨げる行為をしてはならない。

【趣旨】

本 条 は 、 相 談 事 案 関 係 者 に 対 す る 守 秘 義 務 等 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 第 ７ 条 第 ８ 項 及 び 第 ９ 項 に お い て は 相 談 員 の 守 秘 義 務 等 を 定 め 、 前 条 が 調 査 そ の

も の へ の 協 力 を 求 め て い る こ と に 対 し 、 本 条 に お い て は 、 相 談 業 務 や 相 談 事 案 に 関

す る 調 査 が 申 立 人 （ 相 談 者 ） 及 び 被 申 立 人 の 双 方 に 公 正 か つ 平 穏 に 行 わ れ る 権 利 や

プ ラ イ バ シ ー が 保 護 さ れ る 権 利 を 不 当 に 侵 害 し な い た め 、 相 談 に 関 わ る 全 て の 者 が 、

調 査 に 至 る 前 の 相 談 の 時 点 を 含 め て 相 談 事 案 に 関 す る 事 項 を 公 に す る こ と 、 申 立 人

（ 相 談 者 ）、 被 申 立 人 及 び 相 談 員 以 外 の 相 談 に 関 わ る 全 て の 者 が 相 談 事 案 の 対 応 に

関 し て 妨 害 す る 行 為 を 禁 じ て い る 。

２ 第 ２ 項 は 、 第 １ 項 の 規 定 に 反 し 、 正 当 な 理 由 な く 相 談 事 案 に 関 す る 事 項 が 公 に な

っ た と き の 議 長 の 対 応 を 定 め て お り 、 こ の 場 に お い て も 、 申 立 人 （ 相 談 者 ） の 意 向

に 沿 っ た 対 応 を 求 め て い る 。 相 談 業 務 そ の も の へ の 対 応 と し て は 、 相 談 業 務 の 中 止

又 は 停 止 の ほ か 、 相 談 業 務 の や り 直 し が 想 定 さ れ る 。

３ 第 ３ 項 の 「 相 談 員 の 業 務 の 公 正 な 遂 行 を 妨 げ る 行 為 」 と し て は 、 人 に 対 す る 挙 動

又 は 言 動 に よ り 気 勢 を 示 し 、 不 安 感 を 生 じ さ せ る 「 威 迫 」 の ほ か 、 脅 迫 な ど を 指 し

て い る 。
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10．被害防止措置等

（被害防止措置等）

第10条 議長は、第７条第３項の規定による相談員からの報告又は同条第５項の規定

による他の相談員その他の者の意見を踏まえ、県議会による対応が必要と認めると

きは、被申立人に対し、注意を喚起し、ハラスメントをしないよう求める等の被害

防止措置を講ずるものとする。この場合において、議長は、あらかじめ各派代表者

会議の議を経なければならない。

２ 議長は、被申立人が前項の規定による被害防止措置に応じないとき又はハラスメ

ント被害の継続若しくは再発を防止するためやむを得ないと認めるときは、長崎県

議会議員の政治倫理に関する条例（平成15年長崎県条例第35号）第４条の規定に基

づき審査を諮問しなければならない。

【趣旨】

本 条 は 、 相 談 窓 口 に よ る 報 告 等 を 踏 ま え 、 議 長 が 議 会 に よ る 対 応 が 必 要 と 認 め る も

の に 対 す る 被 害 防 止 措 置 等 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 議 長 は 、 相 談 窓 口 に よ る 報 告 等 を 踏 ま え 、 県 議 会 に よ る 被 害 防 止 措 置 が 必 要 と 認

め る も の に つ い て 、 各 派 代 表 者 会 議 で 協 議 の 上 、 注 意 喚 起 や ハ ラ ス メ ン ト を し な い

よ う に 求 め る 等 の 被 害 防 止 措 置 等 を 講 ず る こ と と し て い る （ 第 １ 項 ）。 ま た 、 被 害

防 止 措 置 に 応 じ な い と き 又 は ハ ラ ス メ ン ト 被 害 の 継 続 若 し く は 再 発 を 防 止 す る た

め や む を 得 な い と 認 め る と き は 、「 長 崎 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 」 第 ４

条 の 規 定 に 基 づ き 議 長 は 審 査 を 諮 問 す る よ う 定 め て い る （ 第 ２ 項 ）。

  

２ 本 条 第 １ 項 の 被 害 防 止 措 置 は 、 次 の 区 分 に 応 じ て 定 め る 措 置 の こ と を い う （ 施 行

規 程 第 ５ 条 ）。

⑴ ハ ラ ス メ ン ト に な る お そ れ が あ る と 認 め る 場 合 注 意 喚 起

⑵ ハ ラ ス メ ン ト で あ る と 認 め る 場 合 中 止 の 求 め

⑶ ハ ラ ス メ ン ト が 繰 り 返 さ れ る 場 合 指 導

３ 第 ２ 項 の 長 崎 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 第 ４ 条 の 規 定 に 基 づ く 「 審 査 の

諮 問 」 に つ い て は 、 審 査 を 扱 う 議 会 運 営 委 員 会 の 審 査 の 結 果 に よ り 、 文 書 警 告 、 出

席 自 粛 、 役 職 辞 任 勧 告 、 全 員 協 議 会 で の 陳 謝 又 は 議 員 辞 職 勧 告 の 措 置 を 講 じ る こ と

と な る 。

４ 第 ２ 項 の 「 前 項 の 規 定 に よ る 被 害 防 止 措 置 に 応 じ な い と き 」 と は 、 ２ の ⑴ ～ ⑶ の

措 置 に 応 じ な い こ と を 指 し 、 「 ハ ラ ス メ ン ト 被 害 の 継 続 若 し く は 再 発 を 防 止 す る た

め や む を 得 な い と 認 め る と き 」 と は 、 発 覚 し た 段 階 で ハ ラ ス メ ン ト 被 害 が 既 に 長 期
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に わ た っ て い た も の 、 ハ ラ ス メ ン ト の 態 様 や 被 害 の 状 況 が 甚 だ し い も の な ど 、 社 会

通 念 に 照 ら し 重 大 な 事 案 と し て 速 や か な 対 応 が 必 要 と な る も の を 想 定 し て い る 。

11．プライバシーの保護

（プライバシーの保護）

第11条 議員は、申立人及び調査の対象となった関係者のプライバシー保護に十分配

慮し、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とす

る。

【趣旨】

本 条 は 、 プ ラ イ バ シ ー の 保 護 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 県 議 会 議 員 に は 法 令 上 の 守 秘 義 務 が 課 せ ら れ て い な い た め 、 本 条 で そ の 義 務 を 課

す も の で あ る 。

12．取組状況の公表

（取組状況の公表）

第12条 議長は、実施した研修、相談の受付及び対応の状況、議員がその責務を果た

す上で参考とすべき事例等、この条例に基づく取組の状況を公表するものとする。

【趣旨】

本 条 は 、 取 組 状 況 の 公 表 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ 取 組 状 況 の 公 表 は 、 １ 年 に １ 回 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ

り 行 う （ 施 行 規 程 第 ６ 条 ）。

13．議長の職務代行

（議長の職務代行）

第13条 議長が申立人又は被申立人となったときは副議長が、議長及び副議長が共に

申立人又は被申立人となったときは年長の議員が、この条例に規定する議長の職務

を行う。

【趣旨】

本 条 は 、 議 長 の 職 務 代 行 に つ い て 定 め た も の で あ る 。
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14．各派代表者会議の構成員の除斥

（各派代表者会議の構成員の除斥）

第14条 議長、副議長その他の各派代表者会議の構成員は、申立人又は被申立人とな

った場合においては、その議事に参与することができない。ただし、各派代表者会

議の同意があったときは、会議に出席し、発言することができる。

【趣旨】

本 条 は 、 各 派 代 表 者 会 議 の 構 成 員 の 除 斥 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

15．委任

（委任）

第15条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議長が

別に定める。

【趣旨】

本 条 は 、 委 任 に つ い て 定 め た も の で あ る 。

【解説】

１ こ の 規 定 に よ り 、 施 行 規 程 が 定 め ら れ て い る 。
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第３編 資料

１．長崎県議会におけるハラスメントを防止するための条例
（令和６年長崎県条例第１号）

（ 目 的 ）

第 １ 条 こ の 条 例 は 、 日 本 国 憲 法 が 保 障 す る 個 人 の 尊 厳 、 政 治 分 野 に お け る 男 女 共 同

参 画 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 30年 法 律 第 28号 ） に よ る 地 方 公 共 団 体 の 責 務 等 の

趣 旨 を 踏 ま え 、 長 崎 県 議 会 （ 以 下 「 県 議 会 」 と い う 。 ） に お け る ハ ラ ス メ ン ト を 防

止 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 長 崎 県 議 会 議 員 （ 以 下 「 議 員 」 と い

う 。 ） に よ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 ２ 条 こ の 条 例 に お い て 「 ハ ラ ス メ ン ト 」 と は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る も の を い う 。

⑴ 議 会 、 職 場 又 は 地 域 に お け る 優 越 的 な 関 係 を 背 景 と し た 言 動 で あ っ て 、 議 会 活

動 、 議 員 活 動 又 は 選 挙 活 動 （ 準 備 活 動 を 含 む 。 ） そ の 他 の 政 治 活 動 （ 以 下 「 政 治

活 動 等 」と い う 。）上 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 を 超 え 、当 該 言 動 の 相 手 と さ れ た 者（ 以

下 「 相 手 方 」 と い う 。 ） の 職 務 等 の 環 境 を 害 す る も の

⑵ 政 治 活 動 等 に お け る 性 的 な 言 動 で あ っ て 、 相 手 方 の 職 務 等 の 環 境 を 害 す る も の

⑶ 政 治 活 動 等 に お け る 妊 娠 又 は 出 産 に 関 す る 言 動 で あ っ て 、 相 手 方 の 職 務 等 の 環

境 を 害 す る も の

⑷ そ の 他 前 各 号 に 類 す る 相 手 方 に 対 す る 誹 謗 中 傷 、 事 実 に 反 す る 風 説 の 流 布 そ の

他 の 嫌 が ら せ と な る 言 動 で あ っ て 、 日 本 国 憲 法 が 保 障 す る 思 想 の 自 由 、 表 現 の 自

由 等 に 配 慮 し て も 、 な お 、 一 般 に 許 さ れ る 限 度 を 超 え 、 身 体 的 又 は 精 神 的 な 苦 痛

を 与 え 、 相 手 方 の 職 務 等 の 環 境 を 害 す る も の

２ こ の 条 例 に お い て 「 各 派 代 表 者 会 議 」 と は 、 議 会 の 運 営 及 び 活 動 等 に 関 す る 事 項

の 各 会 派 相 互 間 の 協 議 又 は 調 整 を 行 う こ と を 目 的 と し て 、地 方 自 治 法（ 昭 和 22年 法

律 第 67号 ） 第 100条 第 12項 及 び 長 崎 県 議 会 会 議 規 則 （ 昭 和 38年 長 崎 県 議 会 規 則 第

１ 号 ） 第 115条 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 各 派 代 表 者 会 議 を い う 。

（ 議 員 の 責 務 ）

第 ３ 条 議 員 は 、 公 職 に 参 画 す る 者 と し て 高 い 倫 理 観 が 求 め ら れ る こ と 及 び ハ ラ ス メ

ン ト が 個 人 の 尊 厳 を 不 当 に 傷 つ け 、 基 本 的 人 権 を 侵 害 す る と と も に 、 そ の 能 力 の 十

分 な 発 揮 や 良 好 な 職 務 等 の 環 境 の 確 保 を 阻 害 す る 行 為 で あ る こ と を 自 覚 し 、 政 治 活

動 等 に お け る 自 ら の 言 動 を 厳 し く 律 し な け れ ば な ら な い 。

２ 議 員 は 、 ハ ラ ス メ ン ト と な る 言 動 を 行 っ て い る 者 が あ る と き は 、 そ の 者 に 対 し 当

該 言 動 は 厳 に 慎 む べ き で あ る 旨 を 指 摘 す る よ う 努 め る 等 、 率 先 し て 県 議 会 か ら ハ ラ

ス メ ン ト を 根 絶 す る よ う 取 り 組 む も の と す る 。

３ 議 員 は 、 県 民 全 体 の 奉 仕 者 と し て の 立 場 を 自 覚 し 、 何 人 に 対 し て も 前 ２ 項 の 規 定
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に 準 じ た 行 動 に 努 め る も の と す る 。

（ 議 長 の 責 務 ）

第 ４ 条 長 崎 県 議 会 議 長 （ 以 下 「 議 長 」 と い う 。 ） は 、 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト に 係

る 相 談 が あ っ た 場 合 に は 当 該 相 談 に 係 る 事 実 関 係 を 調 査 し 、 必 要 に 応 じ て ハ ラ ス メ

ン ト 防 止 の た め の 措 置 を 迅 速 か つ 適 切 に 講 じ な け れ ば な ら な い 。

（ 啓 発 及 び 研 修 ）

第 ５ 条 議 長 は 、 こ の 条 例 の 趣 旨 の 県 民 へ の 周 知 及 び 啓 発 に 努 め る と と も に 、 県 議 会

に お い て 、 ハ ラ ス メ ン ト 事 案 が 発 生 す る こ と を 防 止 す る た め 、 議 員 、 長 崎 県 議 会 事

務 局 の 職 員 そ の 他 議 長 が 必 要 と 認 め る 者 に 対 し て 研 修 を 実 施 す る も の と す る 。

（ 相 談 体 制 の 整 備 ）

第 ６ 条 議 長 は 、 弁 護 士 そ の 他 の ハ ラ ス メ ン ト 事 案 に 関 す る 専 門 的 な 知 識 又 は 経 験 を

有 す る 者 を 相 談 員 と す る 体 制 に つ い て 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 設 置 す る 。

２ 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト に 係 る 被 害 を 申 し 立 て る 者 （ 以 下 「 申 立 人 」 と い う 。 ）

は 、 議 長 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 相 談 員 に 対 し 、 当 該 ハ ラ ス メ ン ト に よ る 被 害

の 継 続 又 は 再 発 を 防 止 す る た め の 措 置 （ 以 下 「 被 害 防 止 措 置 」 と い う 。 ） そ の 他 当

該 ハ ラ ス メ ン ト に 関 す る 相 談 を 行 う こ と が で き る 。

（ 相 談 事 案 へ の 対 応 ）

第 ７ 条 前 条 の 規 定 に よ る 相 談 （ 以 下 「 相 談 事 案 」 と い う 。 ） を 受 け た 相 談 員 は 、 相

談 事 案 に お け る ハ ラ ス メ ン ト に 関 す る 事 実 を 確 認 す る た め 、 申 立 人 、 申 立 人 が ハ ラ

ス メ ン ト を 行 っ た と す る 者 （ 以 下 「 被 申 立 人 」 と い う 。 ） そ の 他 関 係 者 か ら の 聞 き

取 り 等 、 必 要 な 調 査 を 行 う こ と が で き る 。

２ 相 談 員 は 、 前 項 に 規 定 す る 調 査 を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か じ め 議 長 の 承 認 を

得 な け れ ば な ら な い 。

３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 結 果 、 県 議 会 に よ る 被 害 防 止 措 置 が 必 要 と 相 談 員 が 認

め る 場 合 で あ っ て 申 立 人 が 当 該 措 置 を 求 め る と き は 、 当 該 相 談 員 は 議 長 に そ の 旨 を

報 告 す る も の と す る 。

４ 相 談 員 は 、 相 談 事 案 が 前 項 の 規 定 に 該 当 し な い と き 又 は 相 談 事 案 に 対 す る 調 査 の

必 要 が な い と 認 め る と き は 、 申 立 人 に 対 し 、 申 立 人 が 自 ら と る べ き 措 置 、 行 動 等 に

つ い て 助 言 す る も の と す る 。

５ 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 報 告 を 受 け た 議 長 は 、 必 要 に 応 じ て 、 他 の 相 談 員 そ の 他 の 者

の 意 見 を 求 め る こ と が で き る 。

６ 相 談 員 は 、 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 報 告 の ほ か 相 談 事 案 の 受 付 及 び 対 応 の 状 況 に つ い

て 、 議 長 に 報 告 す る も の と す る 。

７ 議 長 は 、 本 条 の 規 定 に 基 づ く 相 談 員 の 業 務 遂 行 の 自 由 を 保 障 す る も の と す る 。

８ 相 談 員 は 、 相 談 事 案 に 関 す る 秘 密 を 厳 守 す る と と も に 、 相 談 に 関 す る 業 務 を 行 う

に 当 た っ て は 、 申 立 人 及 び 被 申 立 人 の 名 誉 、 プ ラ イ バ シ ー そ の 他 の 人 権 の 尊 重 に つ

い て 慎 重 に 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。

９ 相 談 員 は 、 本 条 の 規 定 に 基 づ く 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 あ ら ゆ る 政 党 及 び 会 派
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並 び に 議 員 そ の 他 の 関 係 者 の 干 渉 又 は 影 響 を 排 し 、 中 立 か つ 公 平 に 当 該 業 務 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。

（ 調 査 協 力 義 務 ）

第 ８ 条 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 相 談 員 が 相 談 事 案 に 関 し て 調 査 す る と き は 、 相 談 事

案 の 申 立 人 、 被 申 立 人 及 び 調 査 の 対 象 と な っ た 関 係 者 は 、 こ れ に 協 力 す る よ う 努 め

な け れ ば な ら な い 。

（ 相 談 事 案 関 係 者 の 義 務 ）

第 ９ 条 申 立 人 、 被 申 立 人 及 び 相 談 員 そ の 他 の こ の 条 例 の 規 定 に よ る 相 談 に 関 わ る 者

は 、 申 立 人 又 は 被 申 立 人 の 利 益 を 不 当 に 侵 害 し な い た め 、 第 ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

る 相 談 を 行 い 、 又 は 相 談 が 行 わ れ て い る 旨 、 相 談 員 の 発 言 そ の 他 相 談 事 案 に 関 す る

事 項 を 公 に し て は な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に 反 し 、 同 項 に 規 定 す る 事 項 が 正 当 な 理 由 な く 公 に な っ た と き は 、 議

長 は 、 当 該 事 案 に 関 し 中 立 か つ 公 平 な 観 点 か ら 確 認 し た 事 実 及 び 公 に さ れ た 事 項 の

う ち 事 実 に 反 す る も の を 公 表 し 、又 は 当 該 相 談 業 務 を 中 止 し 、若 し く は 停 止 す る 等 、

申 立 人 の 意 向 を 確 認 し た 相 談 員 の 意 見 を 踏 ま え 、 申 立 人 又 は 被 申 立 人 の 正 当 な 利 益

を 守 る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

３ 申 立 人 、 被 申 立 人 及 び 相 談 員 を 除 く こ の 条 例 の 規 定 に よ る 相 談 に 関 わ る 者 は 、 相

談 事 案 に 関 し 相 談 員 を 介 さ ず 直 接 交 渉 し 、 又 は 申 立 人 若 し く は 被 申 立 人 を 威 迫 す る

等 、 相 談 員 の 業 務 の 公 正 な 遂 行 を 妨 げ る 行 為 を し て は な ら な い 。

（ 被 害 防 止 措 置 等 ）

第 10条 議 長 は 、第 ７ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 相 談 員 か ら の 報 告 又 は 同 条 第 ５ 項 の 規 定

に よ る 他 の 相 談 員 そ の 他 の 者 の 意 見 を 踏 ま え 、 県 議 会 に よ る 対 応 が 必 要 と 認 め る と

き は 、 被 申 立 人 に 対 し 、 注 意 を 喚 起 し 、 ハ ラ ス メ ン ト を し な い よ う 求 め る 等 の 被 害

防 止 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 議 長 は 、 あ ら か じ め 各 派 代 表 者

会 議 の 議 を 経 な け れ ば な ら な い 。

２ 議 長 は 、 被 申 立 人 が 前 項 の 規 定 に よ る 被 害 防 止 措 置 に 応 じ な い と き 又 は ハ ラ ス メ

ン ト 被 害 の 継 続 若 し く は 再 発 を 防 止 す る た め や む を 得 な い と 認 め る と き は 、 長 崎 県

議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 15年 長 崎 県 条 例 第 35号 ） 第 ４ 条 の 規 定 に

基 づ き 審 査 を 諮 問 し な け れ ば な ら な い 。

（ プ ラ イ バ シ ー の 保 護 ）

第 11条 議 員 は 、申 立 人 及 び 調 査 の 対 象 と な っ た 関 係 者 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 に 十 分 配

慮 し 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す

る 。

（ 取 組 状 況 の 公 表 ）

第 12条 議 長 は 、実 施 し た 研 修 、相 談 の 受 付 及 び 対 応 の 状 況 、議 員 が そ の 責 務 を 果 た

す 上 で 参 考 と す べ き 事 例 等 、 こ の 条 例 に 基 づ く 取 組 の 状 況 を 公 表 す る も の と す る 。

（ 議 長 の 職 務 代 行 ）

第 13条 議 長 が 申 立 人 又 は 被 申 立 人 と な っ た と き は 副 議 長 が 、議 長 及 び 副 議 長 が 共 に
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申 立 人 又 は 被 申 立 人 と な っ た と き は 年 長 の 議 員 が 、 こ の 条 例 に 規 定 す る 議 長 の 職 務

を 行 う 。

（ 各 派 代 表 者 会 議 の 構 成 員 の 除 斥 ）

第 14条 議 長 、副 議 長 そ の 他 の 各 派 代 表 者 会 議 の 構 成 員 は 、申 立 人 又 は 被 申 立 人 と な

っ た 場 合 に お い て は 、 そ の 議 事 に 参 与 す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 各 派 代 表 者 会

議 の 同 意 が あ っ た と き は 、 会 議 に 出 席 し 、 発 言 す る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 15条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、議 長 が

別 に 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

（ 長 崎 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 長 崎 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に 掲 げ る 規 定 の 改 正 部 分 は 、 下 線 の 部 分 で あ る 。

改 正 後 改 正 前

（ 行 為 規 範 ）

第 ３ 条 議 員 は 、 公 職 選 挙 法 、 政 治 資 金

規 正 法 等 の 政 治 活 動 に 関 す る 諸 規 定 を

厳 守 す る と と も に 、 次 の 各 号 に 定 め る

事 項 を 遵 守 し て 行 動 し な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 ハ ラ ス メ ン ト （ 長 崎 県 議

会 に お け る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た

め の 条 例（ 令 和 ６ 年 長 崎 県 条 例 第 １ 号 )

第 ２ 条 に 規 定 す る ハ ラ ス メ ン ト を い

う 。 ） に 関 し て は 、 同 条 例 を 遵 守 し な

け れ ば な ら な い 。

⑴ ～ ⑼ 〔 略 〕

２ ・ ３ 〔 略 〕

（ 行 為 規 範 ）

第 ３ 条 議 員 は 、 公 職 選 挙 法 、 政 治 資 金

規 正 法 等 の 政 治 活 動 に 関 す る 諸 規 定 を

厳 守 す る と と も に 、 次 の 各 号 に 定 め る

事 項 を 遵 守 し て 行 動 し な け れ ば な ら な

い 。

⑴ ～ ⑼ 〔 略 〕

２ ・ ３ 〔 略 〕
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２．長崎県議会におけるハラスメントを防止するための条例
施行規程

（ 目 的 ）

第 １ 条 こ の 規 程 は 、 長 崎 県 議 会 に お け る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の 条 例 （ 令 和

６ 年 長 崎 県 条 例 第 １ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る

も の と す る 。

（ 相 談 窓 口 の 設 置 ）

第 ２ 条 条 例 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 長 崎 県 議 会 ハ ラ ス メ ン ト 専 門 相 談 窓 口 を 設

置 し 、 ハ ラ ス メ ン ト 相 談 員 （ 以 下 「 相 談 員 」 と い う 。 ） を 置 く 。

２ 相 談 員 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 と す る 。

⑴ 弁 護 士

⑵ 公 認 心 理 師

⑶ 臨 床 心 理 士

⑷ 認 定 ハ ラ ス メ ン ト 相 談 員

⑸ 前 各 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 ハ ラ ス メ ン ト 事 案 に 関 す る 専 門 的 な 知 識 又 は 経 験 を

有 す る 者 で あ っ て 、 長 崎 県 議 会 議 長 （ 以 下 「 議 長 」 と い う 。 ） が 適 当 と 認 め る も

の

３ 長 崎 県 議 会 議 員 に よ る ハ ラ ス メ ン ト に 係 る 被 害 を 申 し 立 て る 者 （ 以 下 「 申 立 人 」

と い う 。 ） か ら の 相 談 は 、 電 話 、 フ ァ ク シ ミ リ 装 置 、 電 子 メ ー ル 、 面 談 等 に よ る も

の と す る 。

４ 前 項 の 相 談 を 受 け 付 け た 相 談 員 は 、 遅 滞 な く 、 相 談 業 務 に 当 た る も の と す る 。

（ 調 査 ）

第 ３ 条 相 談 員 は 、 申 立 人 か ら 調 査 の 希 望 が あ り 、 か つ 、 相 談 員 が 必 要 と 認 め る と き

は 、 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 調 査 を 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 相

談 員 は 、 議 長 に 対 し 、 そ の 旨 を 申 し 出 る も の と す る 。

２ 議 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 出 が あ っ た 場 合 に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き

は 、 当 該 調 査 を 承 認 す る も の と す る 。

３ 議 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 承 認 を し た と き は 、 相 談 員 に 対 し 、 そ の 旨 を 通 知 す る

も の と す る 。

（ 被 害 防 止 措 置 が 必 要 な 場 合 の 報 告 ）

第 ４ 条 相 談 員 は 、 条 例 第 ７ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 報 告 を 行 う に 当 た っ て は 、 相 談 の 内

容 、 調 査 の 結 果 そ の 他 長 崎 県 議 会 に よ る 被 害 防 止 措 置 が 必 要 と 判 断 し た 理 由 が わ か

る 資 料 を 提 出 す る も の と す る 。

（ 被 害 防 止 措 置 等 ）

第 ５ 条 条 例 第 10条 第 １ 項 に 規 定 す る 被 害 防 止 措 置 は 、次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 措 置 と す る 。

⑴ ハ ラ ス メ ン ト に な る お そ れ が あ る と 認 め る 場 合 注 意 喚 起
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⑵ ハ ラ ス メ ン ト で あ る と 認 め る 場 合 中 止 の 求 め

⑶ ハ ラ ス メ ン ト が 繰 り 返 さ れ る 場 合 指 導

（ 取 組 状 況 の 公 表 ）

第 ６ 条 条 例 第 12条 の 規 定 に よ る 取 組 状 況 の 公 表 は 、１ 年 に １ 回 、イ ン タ ー ネ ッ ト の

利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 行 う 。

附 則

こ の 規 程 は 、 令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。
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3．人権尊重に関する条例の制定を求める意見書

全 て の 人 々 の 人 権 が 尊 重 さ れ 、 相 互 に 共 存 し 得 る 平 和 で 豊 か な 社 会 を 実 現 す る た め

に は 、 県 民 一 人 一 人 の 人 権 尊 重 の 精 神 を 育 む こ と が 不 可 欠 で あ る と 考 え る 。

国 に お い て は 、 平 成 １ ２ 年 に 施 行 さ れ た 「 人 権 教 育 及 び 人 権 啓 発 の 推 進 に 関 す る 法

律 」 に お い て 、 人 権 教 育 ・ 啓 発 の 理 念 と 地 方 公 共 団 体 の 責 務 を 明 記 し て お り 、 こ れ を

受 け 、 県 で は 、 平 成 １ ８ 年 に 「 長 崎 県 人 権 教 育 ・ 啓 発 基 本 計 画 」 を 策 定 し 、 こ れ ま で

三 度 の 改 訂 を 行 い 、 全 庁 的 な 人 権 教 育 ・ 啓 発 の 取 組 と 、 様 々 な 人 権 問 題 の 解 決 に 向 け

た 諸 施 策 を 実 施 し 、 「 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 づ く り 」 を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。

し か し な が ら 、 残 念 な こ と に 特 に 近 年 に お い て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を 背 景 と し

た ハ ラ ス メ ン ト 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 、 生 成 Ａ Ｉ の 悪 用 な ど 、 多 く の 人 権 侵

害 が 社 会 問 題 化 し て お り 、 そ の 防 止 は 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る 。

こ の よ う な 状 況 を 背 景 と し て 、 九 州 各 県 に お い て は 、 昨 今 の 社 会 情 勢 を 踏 ま え 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 の 防 止 や 、 被 害 者 の 支 援 等 を 盛 り 込 ん だ 人 権 尊 重 に 関 す る

条 例 を 、 新 た に 制 定 す る と と も に 、 こ れ ら の 内 容 を 盛 り 込 ん だ 改 正 を 行 う 動 き が 出 て

き て い る 。

本 県 に お い て も 、 全 て の 県 民 に 人 権 尊 重 や 人 権 侵 害 の 防 止 を 広 く 訴 え る と と も に 、

人 権 が 尊 重 さ れ 、 あ ら ゆ る 差 別 や 偏 見 の な い 社 会 を 実 現 す る た め 、 人 権 尊 重 に 関 す る

県 等 の 責 務 や 市 町 及 び 関 係 機 関 と の 連 携 、相 談 体 制 の 強 化 や 対 応 策 な ど を 盛 り 込 ん だ 、

人 権 尊 重 に 関 す る 条 例 を 、 速 や か に 制 定 す る こ と を 強 く 求 め る 。

以 上 、 意 見 書 を 提 出 す る 。

令 和 ６ 年 ２ 月 20 日

長 崎 県 議 会

（ 提 出 先 ）

長 崎 県 知 事 大 石 賢 吾   様
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4．パブリックコメントの結果

１ 募 集 期 間    令 和 ５ 年 12 月 21 日 （ 木 ） ～ 令 和 ６ 年 １ 月 10 日 （ 水 ）

２ 募 集 方 法    郵 送 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 電 子 メ ー ル

３ 閲 覧 方 法    県 議 会 及 び 県 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

４ 意 見 の 件 数   20件

５ 意 見 の 反 映 状 況

  

対 応 区 分 対 応 内 容 件 数

A 素 案 に 修 正 を 加 え 反 映 さ せ た も の ０

B
素 案 に 既 に 盛 り 込 ま れ て い る も の 、 素 案 の 考 え 方 や 姿
勢 に 合 致 し 、 今 後 の 遂 行 の 中 で 反 映 さ せ て い く も の

17

C 今 後 検 討 し て い く も の 0

D 反 映 が 困 難 な も の 2

E そ の 他 1
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５．ハラスメントの分類・事例

１ 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局 が 厚 生 労 働 省 の 定 め た 指 針 を 踏 ま え 、 ハ ラ ス メ ン ト に 関 し

て 以 下 の よ う に 分 類 し て い る 。

※ 出 典 ： 内 閣 府 男 女 共 同 参 加 局

https://www.gender.go.jp/kaigi/kento/pol it ics-harassment/1st/pdf/3.pdf

(1) パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト

① 身 体 的 な 攻 撃 （ 暴 行 ・ 傷 害 ）

② 精 神 的 な 攻 撃 （ 脅 迫 ・ 名 誉 棄 損 ・ 侮 辱 ・ ひ ど い 暴 言 ）

③ 人 間 関 係 の 切 り 離 し （ 隔 離 ・ 仲 間 外 し ・ 無 視 ）

④ 過 大 な 要 求（ 業 務 上 明 ら か に 不 要 な こ と や 遂 行 不 能 な こ と の 強 制・仕 事 の 妨 害 ）

⑤ 過 小 な 要 求 （ 業 務 上 の 合 理 性 な く 能 力 や 経 験 と か け 離 れ た 程 度 の 低 い 仕 事 を 命

じ る こ と や 仕 事 を 与 え な い こ と ）

⑥ 個 の 侵 害 （ 私 的 な こ と に 過 度 に 立 ち 入 る こ と ）

(2) セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト

① 対 価 型 セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト （ 職 場 に お い て 行 わ れ る 本 人 の 意 に 反 す る 性

的 な 言 動 に 対 す る 本 人 の 対 応 に よ り 、 当 該 本 人 が 解 雇 、 降 格 、 減 給 等 の 不 利 益

を 受 け る こ と ）

② 環 境 型 セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト （ 職 場 に お い て 行 わ れ る 本 人 の 意 に 反 す る 性

的 な 言 動 に よ り 業 務 環 境 が 不 快 な も の と な っ た た め 、 能 力 の 発 揮 に 重 大 な 悪 影

響 が 生 じ る 等 当 該 本 人 が 職 務 を 行 う 上 で 看 過 で き な い 程 度 の 支 障 が 生 じ る こ

と ）

(3) マ タ ニ テ ィ ハ ラ ス メ ン ト

① 制 度 等 の 利 用 へ の 嫌 が ら せ 型 （ 産 休 や 育 休 等 の 制 度 等 の 利 用 に 関 す る 言 動 に よ

り 就 業 環 境 を 害 さ れ る も の ）

② 状 態 へ の 嫌 が ら せ 型 （ 妊 娠 ・ 出 産 し た こ と 等 に 関 す る 言 動 に よ り 就 業 環 境 が 害

さ れ る も の ）

２ 「 議 員 活 動 等 に お け る 議 員 等 か ら 実 際 に 受 け た 又 は 見 聞 き し た ハ ラ ス メ ン ト 事 例 」

に つ い て 、 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局 が 全 国 の 地 方 議 会 議 員 を 対 象 に し て 事 例 収 集 し て

お り 、 以 下 の よ う に 整 理 さ れ て い る 。

※ 出 典 ： 内 閣 府 男 女 共 同 参 加 局

https://www.gender.go.jp/kaigi/kento/pol it ics-harassment/1st/pdf/3.pdf
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(1) パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト

① 身 体 的 な 攻 撃 （ 暴 行 ・ 傷 害 ）

・ 胸 ぐ ら を つ か ま れ る 。

・ 殴 ら れ る ・ 殴 り 掛 か ら れ る 。

・ 突 き 飛 ば さ れ る 。 等

《 具 体 例 》

 議 会 で 質 問 に 立 っ た 後 、 別 会 派 の 先 輩 議 員 か ら 質 問 の 内 容 が 気 に く わ な い

と の 理 由 で 、 人 目 の な い 場 所 で 胸 ぐ ら を つ か ま れ た 。

 街 頭 演 説 中 に 邪 魔 を し よ う と 他 の 議 員 か ら 急 に 杖 で 体 を つ つ か れ る 。

 個 別 の 政 治 活 動 の 内 容 を 理 由 に 、 同 会 派 の 古 参 の 議 員 か ら 「 勝 手 な 行 動 は

す る な 」 と 胸 を 殴 ら れ た 。 等

② 精 神 的 な 攻 撃 （ 脅 迫 ・ 名 誉 棄 損 ・ 侮 辱 ・ ひ ど い 暴 言 ）

・ 大 声 で 暴 力 的 な 言 葉 を い う 。

・ 属 性 （ 性 別 、 年 齢 、 出 身 、 学 歴 、 外 見 等 ） に 基 づ く 誹 謗 中 傷

・ 事 実 に 基 づ か な い 噂 話 、 陰 口

・ 懇 親 会 へ の 参 加 や 酒 の 酌 の 強 要 等

《 具 体 例 》

 意 見 の 合 わ な い 先 輩 議 員 か ら 「 だ か ら お 前 は ダ メ な ん だ 」 、 「 政 治 生 命 を

絶 た せ て や る 」 等 の 罵 声 を 激 し く 浴 び せ ら れ た 。

 男 性 議 員 か ら 、「 女 は 顔 が よ け れ ば 当 選 で き る 」、「 女 に 政 治 は 無 理 だ 」、

「 男 性 だ っ た ら い い の に 」 、 「 周 り か ら も 評 判 が 悪 い 」 等 の 言 葉 を 繰 り 返

し 浴 び せ ら れ 、 心 労 で 体 調 に 支 障 を 来 し た 。

 公 職 選 挙 法 違 反 や 不 倫 と い っ た デ マ を 流 さ れ た 。

 懇 親 会 で 「 次 の 選 挙 に 出 る 奴 は お 酌 し て 回 れ 」 と 言 わ れ た 。

 立 候 補 を 検 討 し て い た 際 に 、 当 選 回 数 の 多 い 議 員 か ら 、 自 分 を 支 援 す る 仲

間 の 議 員 等 に 対 し て 、 自 分 を 応 援 し た ら 議 員 人 生 を 終 わ ら せ る 等 の 脅 し や

暴 言 を 繰 り 返 し な さ れ た 。 等

③ 人 間 関 係 の 切 り 離 し （ 隔 離 ・ 仲 間 外 し ・ 無 視 ）

・ 気 に く わ な い こ と を 理 由 に 、 仲 間 外 れ に し て 無 視 を す る 。

・ 同 じ 会 派 の 活 動 か ら 排 除 す る 。 等

《 具 体 例 》

 初 当 選 の 議 員 に 対 し 、 政 治 的 な 立 場 が 異 な る こ と を 理 由 に 、 研 修 会 や 定 例

会 の 案 内 を 出 さ ず 、 議 会 活 動 を さ せ な い よ う に す る 。

 地 元 の 町 内 会 等 の イ ベ ン ト に お い て 、 恥 を か か せ る よ う な 場 面 を つ く り 、

無 視 を す る 。 等



31

④ 過 大 な 要 求（ 業 務 上 明 ら か に 不 要 な こ と や 遂 行 不 能 な こ と の 強 制・仕 事 の 妨 害 ）

該 当 な し

⑤ 過 小 な 要 求 （ 業 務 上 の 合 理 性 な く 能 力 や 経 験 と か け 離 れ た 程 度 の 低 い 仕 事 を 命

じ る こ と や 仕 事 を 与 え な い こ と ）

・ 誰 で も 遂 行 可 能 な 仕 事 ・ 作 業 を さ せ ら れ る 。

・ 議 員 活 動 に 必 要 な 情 報 を 入 れ な い 。

・ 議 会 で の 質 問 に 立 た せ な い 。 等

《 具 体 例 》

 こ れ ま で の 慣 習 と い う こ と で 、 控 室 で の お 茶 汲 み を 女 性 議 員 に さ せ る 。

 会 派 の 中 心 議 員 と 意 見 が 異 な る こ と を 理 由 に 、 必 要 な 情 報 が 共 有 さ れ ず 、

ま た す べ て の 役 職 か ら 外 さ れ る 。

 「 新 人 議 員 は 見 習 い だ か ら 黙 っ て 勉 強 し ろ 」 、 「 一 年 生 は 後 回 し だ 」 と 、

議 会 で の 質 問 や 発 言 の 機 会 が 奪 わ れ る 。 等

⑥ 個 の 侵 害 （ 私 的 な こ と に 過 度 に 立 ち 入 る こ と ）

・ み ん な の 前 で プ ラ イ ベ ー ト な 事 柄 に つ い て 執 拗 に 話 題 に さ れ る 。

・ 家 庭 の 環 境 や 状 況 に つ い て 干 渉 さ れ る 。 等

《 具 体 例 》

 議 会 関 係 者 が 集 う 飲 食 を 伴 う 会 合 等 に お い て 、 年 長 の 議 員 か ら 、 結 婚 し て

い な い 理 由 や 離 婚 の 理 由 等 の 私 的 な 事 柄 に つ い て 、 対 応 に 困 る ほ ど し つ こ

く 問 わ れ る 。

 少 子 化 対 策 や 子 育 て 支 援 に つ い て 議 論 を し て い る と 、 「 議 員 を や め て 結 婚

す る 方 が 幸 せ だ よ 」 、 「 ま ず は 子 供 を 産 ん だ ら 」 と 、 婚 活 や 妊 活 へ の 強 い

プ レ ッ シ ャ ー を か け ら れ る 。

 政 治 活 動 で 遅 く な っ た 際 、 「 早 く 帰 っ て 子 ど も の 世 話 や 夕 飯 の 用 意 を し な

い と だ め じ ゃ な い か 」 、 「 旦 那 は か わ い そ う だ 」 と 言 わ れ る 。 等

(2) セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト

① 対 価 型 セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト （ 職 場 に お い て 行 わ れ る 本 人 の 意 に 反 す る 性

的 な 言 動 に 対 す る 本 人 の 対 応 に よ り 、 当 該 本 人 が 解 雇 、 降 格 、 減 給 等 の 不 利 益

を 受 け る こ と ）

・性 的 な 言 動 に 対 す る 反 応 や 対 応 に 不 満 を 持 ち 、報 復 的 に 不 利 益 を 被 ら せ る 。 等

《 具 体 例 》

 産 休 の 規 定 整 備 を 提 案 し た 議 員 に 、 「 出 産 予 定 か ？ 」 と ニ ヤ ニ ヤ し な が ら

聞 い た 議 員 が 謝 罪 す る こ と に な っ た が 、 そ の 後 執 拗 な い じ め を 行 っ た 。 等

② 環 境 型 セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト （ 職 場 に お い て 行 わ れ る 本 人 の 意 に 反 す る 性
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的 な 言 動 に よ り 業 務 環 境 が 不 快 な も の と な っ た た め 、 能 力 の 発 揮 に 重 大 な 悪 影

響 が 生 じ る 等 当 該 本 人 が 職 務 を 行 う 上 で 看 過 で き な い 程 度 の 支 障 が 生 じ る こ

と ）

・ 抱 き つ く 、 お 尻 を 触 る 。

・ 卑 猥 な 言 動 を 発 す る 。

・ チ ー ク ダ ン ス や 、 手 を 肩 に 回 し て カ ラ オ ケ の デ ュ エ ッ ト を 強 要 す る 。

・ 女 性 の 身 体 に 関 す る 揶 揄 等

《 具 体 例 》

 懇 親 会 等 で 寄 っ て き て 、 酔 っ た 勢 い で 体 を 触 り 、 周 り も そ の 場 の 雰 囲 気 に

流 さ れ て 注 意 等 を し な い 。

 控 室 に お い て 、下 ネ タ を 大 声 で 言 い な が ら 、周 り の 反 応 を み て 笑 っ て い る 。

 女 性 議 員 が 同 じ 会 派 の 男 性 議 員 に 対 し て 無 理 や り 体 を 密 着 さ せ る 。

 酒 席 の 大 勢 の 前 で チ ー ク ダ ン ス を 強 要 し 、 胸 な ど を 触 ら れ る 。

 閉 経 し て い る か 尋 ね た り 、 そ う で あ れ ば 、 も う 女 で は な い な と 笑 う 。 等

(3) マ タ ニ テ ィ ハ ラ ス メ ン ト

① 制 度 等 の 利 用 へ の 嫌 が ら せ 型 （ 産 休 や 育 休 等 の 制 度 等 の 利 用 に 関 す る 言 動 に よ

り 就 業 環 境 を 害 さ れ る も の ）

・ 産 前 産 後 休 暇 の 取 得 に つ い て 誹 謗 さ れ る 。

・ 産 休 中 に 議 会 へ の 出 席 を 求 め ら れ る 。 等

《 具 体 例 》

 会 議 規 則 で 産 休 等 が 認 め ら れ て い る 中 、産 休 中 に 、特 定 案 件 の 採 決 に 際 し 、

「 議 員 と し て 採 決 に 出 て こ ら れ な い の は い か が な も の か 」 と 言 わ れ 、 議 会

へ の 出 席 を 強 要 さ れ る 。 等

② 状 態 へ の 嫌 が ら せ 型 （ 妊 娠 ・ 出 産 し た こ と 等 に 関 す る 言 動 に よ り 就 業 環 境 が 害

さ れ る も の ）

・ 任 期 中 に 妊 娠 し た こ と に よ り 、 批 判 を 受 け る 。

・ 小 さ な 子 供 が い て 大 変 だ ろ う と い う こ と で 、 役 職 を 外 さ れ る 。 等

《 具 体 例 》

 妊 娠 中 の つ わ り が ひ ど く 、 会 合 を 欠 席 す る と 「 子 ど も を 理 由 に 欠 席 が 続 く

と 、 こ の 会 派 か ら 外 れ て も ら う よ 」 と 脅 さ れ る 。 等

(4) そ の 他

・ 議 会 で の 質 問 中 の 威 圧 的 又 は 屈 辱 的 な 不 規 則 発 言 を さ れ る 。

・ 委 員 会 等 で 発 言 を さ せ な い よ う に 圧 力 を か け た り 、 質 疑 中 に 退 席 や 失 笑 等 を

さ れ る 。 等

《 具 体 例 》
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 本 会 議 で 質 問 中 に 、 「 何 様 だ と 思 っ て い る ん だ 」 「 女 は 、 黙 っ と け 」 と い

う ヤ ジ を 激 し く 飛 ば さ れ る 。

 当 選 回 数 が 多 く 声 の 大 き い 男 性 議 員 か ら 、 少 数 会 派 の 女 性 議 員 が 繰 り 返 し

ヤ ジ を 受 け 、 そ の 恐 怖 か ら 議 会 で の 発 言 が し づ ら く な る 。

 同 一 会 派 内 で 政 策 の 方 向 性 を 議 論 し て い る 際 、 年 長 議 員 か ら 「 反 対 す る な

ら 退 会 し ろ 」 と 恫 喝 さ れ る な ど 、 威 圧 的 な 圧 力 を か け ら れ る 。 等


